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５）微生物は多様な環境条件下で生存、増殖することが

できる

微生物は凍結条件でも乾燥状態でも1～2年と長期にわた

って生存し、適当な環境条件が整えられると正常な増殖を

行うことができる。

微生物群は全体としては-10℃から110℃の広範囲の温度

域のもとで増殖することができる。低温度条件でも増殖で

きる好冷性、低温性菌は非常に多く、細菌28属、酵母3属

かび4属の菌種のものが知られている。表1には0℃以下で

増殖が認められている菌をまとめたものであり、表2は食

中毒細菌などでも10℃以下の冷蔵庫温度で増殖することが

できることを示しており、Aeromonas hydrophila、Listeria
monocytogenes、Yersinia enterocoliticaでは-1～0℃でも増殖可

能であることが認められている。一方好熱性、超好熱性細

菌も多数分離されている。著者が調べた範囲では、最高

70℃～80℃で増殖可能な好熱性細菌として Bacillus6菌種、

Clostridium3菌種、Methanobacterium5菌種、Thermas3菌種な

どがあるし、最高100℃以上でも増殖できる細菌として、

Hyperthermus、Pyrococcus、Pyrobaculum、Pyrodictiumなどが

見出されている。

真菌はpH 2～11と広い範囲のpHが増殖可能域であるが、

細菌においても好酸性菌、好アルカリ性菌が存在し、細菌

全体としてpH 1.0～11.0 範囲で増殖できるということがで

きる。食中毒細菌では大体4.0前後の増殖可能最低pH値を

示しているし、有胞子細菌でもpH3.5～4.0が最低pHとなっ

ている。しかし最近果実製品の変敗菌として有胞子中温性

細菌として Alicyclobacillus acidoterrestris が分離され、pH2.5

でも増殖できることが報告されている。B.acidocaldaricus も
pH2～6が最適pHといわれているが、好熱性で45℃～70℃

の増殖可能域を示し、酸性の温泉から分離されている。

E.coli O157：H7の発育可能pH域は4.0～9.0とされているが、

pH3.7～4.11のリンゴサイダーで食中毒事件が起こってい

る。また表3に示したようにTSB培地、4℃でpH2.0で24時間

後でも死滅が認められない。対照の大腸菌では3時間で死

滅している。更にE.coli O157：H7は次の食品中でも低温で

長く生存していることが認められている。

（pH4.4）、ドレッシング（pH3.56）、ソース（pH4.35）、7℃、

35日；マヨネーズ、5℃、34～55日；チェダーチーズ、室

温、158日；挽き肉、－20℃、9ヶ月。

通常地上細菌は300気圧で増殖速度が低下し400気圧で発

育が停止するといわれている。併し海底菌では400～600気

圧でも増殖可能な好圧性、耐圧性菌が存在する。B.submar-
inus、B.barborokoites、M.aqurivirus、Ps.penfectomarinusなど

は30℃～40℃で600気圧のもとでも増殖可能であり、

Desulfov-ibrio sp. では700～1,000気圧でも増殖できると報告

されている。

加熱、ガンマ線、殺菌剤に対してBacillus, Clostridiumの形

成する胞子は一般に抵抗性が大であるが、Deinococcus（M-
icrococcus）radiodurans、M.roseus、Ps.radiora、virusは細菌

胞子と同等のガンマ線抵抗性を示す。紫外線に対しても細

菌胞子の抵抗性が大であるがそれ以上にAsp.niger、Asp. fla-
vusがより耐性が大きい。（続く）

（大阪大学名誉教授　芝崎　勲）

表１　０℃以下の最低増殖温度を示した微生物例

細菌： Arthrobacter glacialis －5℃
B.globisparus －10℃、B.psychrophilus －10℃
Micrococcus cryophilus －4℃
Microcuccus sp. －7.5℃
Proteus ichithyosmius －5℃
Pseudomonas flusrescens －5℃

酵母： Candida frigida －4.5℃、Can. nivalis －4.5℃
Cryptococcus sp. －10℃
Deharyomyces sp. －10℃
Mycoderma sp. －6.7℃
Rhodotorula sp. －10℃
Torula botryoides －6℃

かび： Alternaria altemata －5℃
Botrytis cinerea －6℃
Cladosporium cladospdrioides －5℃
Clad. herbarum －5℃
Cladosporium sp. －6.7℃
Geotrichum candidum －8℃
Penicillium expansum －6℃
Pen.glaucum －6℃、Pen.hirsytum －5℃
Rhizopus sp. －9℃、Sporotrichum carnis －7.8℃
Thamnidium sp. －7.8℃

C 18:1

C 16:0

リンゴサイダー(pH3.7～4.11)、4℃、14日：マヨネーズ

表３　極端なpHにおける生存状況（４℃、ＴＢＳ）
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a、　log10 CFU/ml

b、　最小定量限界　(log10=1.0 または10CFU/ml)

NT  測定せず

表２　発育下限制度10℃以下の食中毒細菌
（病原性細菌）

細　　　　　菌
発育下限温度

（℃）

Aeromonas bydrophilia 1～5

Brucella abortus 8

B.cereus 7

C.botulunum E 3.3

C.botulinum B,F 6.5

E.coli Ｏ157：Ｈ7 3.4～8

C.perfringens 3.3～5.0℃

E.coli（病原性） 8（1.1～4.4）

Listeria monocytgenes －1～0

Legionella pneumophila 5.7

Ps.aeruginosa 5

Salmonella sp. 5.2～10

Staph.aureus 6.5～7.7

Vibrio parahaemolyticus 5～8

Yersinia enterocolitica 0～1


